
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携だより 
「2025年問題に思う」 

地域連携センター長 末山博男 
戦後社会の中心を構成していた団塊の世代（1947年～1949年生ま

れ）が75歳以上となる2025年には、65歳以上の人口が3,657万人で高

齢化率は30.3％となり、75歳以上の人口は2,179万人で後期高齢化率は 

18.1％になると厚労省は推定している。この高齢者の人口数はカナダ

の総人口3,616万人(2016年4月現在）に匹敵することになる。本邦の老

齢人口総数があの広大で若々しいイメージを彷彿させるカナダの人

口とほぼ同一になるとは、全く驚愕せざるを得ない。 

また少子高齢化の指数として従属人口指数（年少人口＋老年人口／生産年齢人口）があるが、

これも急速に上昇しており、少子高齢化がさらに進んでいけば現在のような社会福祉制度の維

持ができるのか本当に危惧される。 

 現在、この2025年に向けて医療、介護、福祉の分野をどううまく稼働・連動させるかが緊喫

の課題となっている。そもそも昔の高度成長時代とは異なり、生産年齢人口の減少、グローバ

ル化社会のあおりによる正規社員の減少等でどう考えても財政は縮小せざるを得ないし、医療･

介護の分野においては応分の負担を高齢者に強いることになると思う。若い方は信じられない

かもしれないが、高度経済成長期のピークには、1973年〜1983年までの10年間に限ってだが、

老人医療費の自己負担は無料だった。その後は高齢者の増加と相俟ってオイルショックによる

財政問題が生じてきたため、小泉内閣以降は医療費総額の抑制が行われ、結果として高齢者の

医療費の自己負担額が年々増大していった。 

国はこのような高齢化が進む中での社会保障を円滑に推進するために、地域包括ケアシステ

ムを構築しようとしている。このシステムに関しては一言で説明するのは難しく、要は財政か

らの負担には限度があるので最小の費用で最大の効果を生み出すべく、地域特有の問題を考慮

した上で、住み慣れた場所で人生を全うできるような地域完結型の医療･介護･福祉が提供でき

るようにしなさいということである。病院に関しては地域で果たす役割を定め（高度急性期・

急性期・回復期・慢性期に分け各地域の必要病床数を決定）効率的に運用すべきとされている。 

 今後高齢化が進むにあたって当院の果たす役割をどう考えていけばいいのか。勿論行政、医

師会、介護や福祉を担っている部門や施設と議論を重ねることで病院の役割が少し変化する可

能性もあるが、当院としては救急を含めた急性期医療と高度専門、さらにリスクの高い症例を

扱う周産期医療は今後も維持して地域の信頼をさらに高めていくことが重要になる。また出口

問題すなわち退院支援にあたってはますます当地域連携センターの果たす役割は大きくなり、

近隣の病院、医院、介護施設の方々と協力しながら上越地域の医療･介護に貢献していければと

考えている。 
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開催日 時　　間 場　所 講　　師

感染管理認定看護師

相田清子看護師長

リハビリテーション科

岩片栄造技師長

研修内容　　

褥瘡予防のテーマで皮膚・排泄のトラブルの観点から適切なケア方法について学べる研修になっていま

す。

感染対策の基本

～自分を守って相手も守る～

ポジショニングと移乗

～実演を交えた拘縮予防と関節可動域運動～

褥瘡予防とケア

～高齢者の皮膚・排泄ケアの視点から～

5月26日（金）

6月14日（水）

7月11日（火）

病院・施設での感染症対策として日常の基本的なことに加えて、感染についてのトピックスを織り交ぜた

内容になっています。

ポジショニングと移乗の基本動作に加えて、拘縮予防や関節可動域運動の実演を交えた研修になって

います。

18：30～19：15

18：30～19：45

18：30～19：45

当院の講堂2.3

当院の講堂2.3

当院の講堂2.3
皮膚排泄ケア認定看護師

林　智子副看護師長

診療科 医師 診療科 医師 
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予約先 地域連携センター 予約担当(平日 8：30～17：15) 

TEL 025－522－7711（代表） FAX 025－524－3232(専用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他にも循環器内科、皮膚科（紹介状のある方のみ）、外科、小児外科、整形外科（紹介状のある方

のみ）、歯科口腔外科は、事前の予約が必要です。 

 

 

※上記の科に限らず、曜日によって専門医師が担当していない場合があります。あらかじめ電話での確認か、

事前の予約をお勧めしています。紹介状をご持参いただくことで、より円滑な診療が可能となり、待ち時間

の短縮など、多くの利点があります。ご理解とご協力をお願いします。 

 

〇緊急での受診の際は、直接ご連絡をお願いします。 

 当日もしくは緊急受診をご依頼いただく際は直接担当科医師にご連絡願います。また、平日 8：30～17：

15 以外の時間帯は救急外来へお願いします。 

〇当院初診の際にはできるだけ紹介状をお持ちください。 

紹介状がない場合は、診療費のほかに初診時選定療養費（医科：5,400 円(税込)、歯科：3,240 円(税込) ）

を患者さんにご負担いただくことになります。なお「救急車で搬送された方」や「住民健診や各種健康診断

の結果、精密検査や治療が必要となった方」などは、紹介状を持参していない場合であっても、初診時選定

療養費の負担の必要はありません。 

  

 

■泌尿器科外来 

平成 29 年 4 月 11 日から、初診の紹介

患者さんについては完全予約制になり

ます。患者さんの受診に際して事前に予

約をお取り頂き、紹介状を持参の上おい

でくださるようお願いします。 

■眼科外来 

平成 29 年 4 月 3 日から、初診の紹介

患者さんの診察が可能となりました。完

全予約制となっておりますので、事前に

予約をお取り頂き、紹介状を持参の上お

いでくださるようお願いします。 

 ─⅔ ╠∑

新潟県立中央病院 上越市新南町 205番地 

電話：025‐522‐7711(代表) 

FAX：025‐524‐3232(専用) 

診療予約：地域連携センター 
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退院支援

渋谷

菅原

退院支援

武田
がん相談支援

佐藤

青木

MSW
Ѽ

♥

退院支援

池田
退院支援

上野
前方支援

水澤
がん相談支援

樋口

˔ ֞̂

川合

星野

西脇

竹内

寺松

Ⱳ

椎谷

 

センター長副院長

末山

 

副センター長看護師長

筑山
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